
第７号様式（第９条関係） 【地域まちづくり事業】

唐津市長　様

がんばる地域応援事業補助金（地域力促進枠）について、次のとおり事業を実施

しましたので、唐津市補助金等交付規則第１５条第１項及び令和５年度唐津市がん

ばる地域応援事業補助金（地域力促進枠）交付要綱第９条の規定により報告します。

代表者名 会⾧ 唐津 一郎

令和○○年○○月○○日

住　所 唐津市西城内１－１

申請団体名 ○○地域まちづくり会議

電話番号 ０９５５－７２－９２２０

事業の種別
□小さなチャレンジ事業

☑地域まちづくり事業

その他

がんばる地域応援事業補助金（地域力促進枠）実施報告書

☑事業実施写真

事業の名称 ○○地域まちづくり事業

補助金交付
申請額

187,000円

添付書類

☑事業決算書（第８号様式）

☑収支決算書（第９号様式）※地域まちづくり事業に限る。

☑決算を証明する関係書類（領収書の写し等）

☑その他関係書類

まちづくり会議は

地域まちづくり事業に☑

代表者名の前に

役職を記載

記載例

補助金の総額（事業費総額で

はないことに注意）

領収書のコピーと写真が必要

です。

・印鑑は不要



第８号様式（第９条関係） 【地域まちづくり事業】

１　事業内容

 【事業名】例）まちづくり会議の運用事業（申請に合わせる）

 【取組期間】開始日：運用事業の開始日 終了日：支払いまで全て終わった日

【参加者数】実際に参加した人数（運営、スタッフ、参加者の数…）

【実施場所】どこで行ったか？（場所名、地区名…） 【実施日】会議等を行った日

【取り組んだ内容】どのようなことを行い、話し合ったか？（具体的な内容）

【効果】実施してどのような効果があったか？

２　予算内訳

（単位：円）

【決算額】実績が予算を下回ったときは補助金の再計算をする必要がある。

この例では 補助金額：57,092円×9/10＝51382.8円＞50,000円（上限）

上限いっぱいとなるため、再計算は不要。

【比較増減】決算額−予算額を記載。

（単位：円）

【区分】「事務費」で統一

【内訳】経費の内容を書く（経費一覧などで内訳が確認できるときは簡単によい）

【決算額】収入と支出は必ず一致（それぞれⒶとⒷ、ⒸとⒹ）

 Ⓑの決算額を収支決算書の決算額の欄に転記

令和5年6月10日

事業決算書

事 業 名 まちづくり会議の運用事業
事 業 期 間 から 令和6年3月31日 まで

比較増減

実 施 内 容

(1) 収　入

(1) 実施場所及び実施日

場所:○○地区内
定例会の実施（毎月第〇曜日または〇月〇日）
理事会の実施（９月〇日、１２月〇日、３月〇日）
(2) 取り組んだ内容

○○地区まちづくり会議における地縁団体の企画の確認を行い、連絡調整、進捗状
況の確認、事業検証等を円滑に実施するため必要な運用事務を行った。

効果

定例会、理事会を予定通り実施し、事業の進捗状況等の確認を逐次行い、情報共
有することもできた。また、各事業の実施や連絡調整、決算までの運用事務を計画に
沿って円滑に行うことができた。

予算額 決算額区　　分

参 加 者 数
定例会　延べ１６０人（20人×8回）
理事会　延べ　 ２４人（８人×3回）

36,000 36,300

50,000 50,000 0

6,000 7,092 1,092

56,000 Ⓐ…  57,092 Ⓒ…  1,092

(2) 支　出

比較増減予算額 決算額

合　　　計 56,000 Ⓑ…  57,092 Ⓓ…  1,092

1,592

10,000 9,200 △800

10,000 11,592

300

区　　分

事務費

事務費

事務費

補助金

自己資金

内　　訳

内　　訳

事務用品

切手代(＠63円×184枚)

資料印刷(＠10×920枚)

合　　　計

記載例：事務費

予算額は申請書

から転記



第８号様式（第９条関係） 【地域まちづくり事業】

１　事業内容

【実施内容】どのようなことを行ったのか？（具体的な内容）

【効果】実施してどのような効果があったか？ ※その他は運用事業と同じ要領で記入。

２　予算内訳

（単位：円）

【決算額】実績が予算を下回ったときは補助金の再計算をする必要がある。

この例では 補助金額：88,000円×9/10 ＝ 79,200円 ⇒ 79,000円（千円未満切捨）

自己資金額：決算額−補助金額 ＝ 88,000円−79,000円 ＝ 9,000円

【比較増減】決算額−予算額を記載。

（単位：円）

【区分】費目ごとの決算額を記入

【内訳】経費の内容を書く（経費一覧などで内訳が確認できるときは簡単によい）

【決算額】収入と支出は必ず一致（それぞれⒶとⒷ、ⒸとⒹ）

 Ⓑの決算額を収支決算書の決算額の欄に転記

事業決算書

事 業 名 健康のまちづくり事業
事 業 期 間 から 令和5年12月28日 まで

参 加 者 数 延べ125人（25人×5回）

実 施 内 容

(1) 実施場所及び実施日

場所:○○公民館
（全5回開催）8月〇日、9月〇日、10月〇日、11月〇日、12月〇日

(2) 取り組んだ内容

地区住民を対象に、健康維持のためのスポーツ教室を開催した。スポーツトレーナー○
○氏を講師に迎え、筋トレ、ヨガ、ストレッチなど、月ごとにテーマを変え、感染対策を行っ
た上で、計画通り開催できた。

効果

今回、初めて月ごとにテーマを変え実施したことが好評で、高齢の方からは「コロナ禍で
家に引きこもりがちだったが、自宅でもできる運動習慣に繋がった」という声が多数あり、
参加者の健康づくりにも効果があった。また、運動を通じて幅広い世代が交流するきかっ
けづくりができた。

(1) 収　入

区　　分 内　　訳 予算額 決算額 比較増減

予算額 決算額 比較増減

補助金 81,000 79,000 △ 2,000

自己資金 9,000 9,000 0

合　　　計 90,000 Ⓑ…  88,000 Ⓓ…　Δ2,000

委託料 チラシ印刷費(@10×1,200枚) 10,000 12,000 2,000

使用料及び賃借料 会場使用料(@1,000×2.0H×5回) 10,000 10,000 0

謝金 トレーナー謝金(@10,000×5回) 50,000 50,000 0

交付決定の日

消耗品費 文具類 20,000 16,000 △ 4,000

合　　　計 90,000 Ⓐ…  88,000 Ⓒ…　Δ2,000

(2) 支　出

区　　分 内　　訳

記載例：ソフト事業

予算額は申請書

から転記



第８号様式（第９条関係） 【地域まちづくり事業】

１　事業内容

２　予算内訳

（単位：円）

ソフト事業とハード事業の経費をそれぞれ合計し、補助金を計算する。

【ソフト】40,000円×9/10 ＝ 36,000円 …消耗品費、委託料、使用料及び賃借料

【ハード】68,200円×1/3 ＝ 22733.3…円 ⇒ 22,000円(千円未満切り捨て) …備品購入費

自己資金の計算：決算額−補助金額 ＝ 108,200円−(36,000＋22,000) ＝ 50,200円

※内容に影響しない程度の流用は可能ですが、申請時の補助金総額は超えられません。
 

（単位：円）

【区分】費目ごとの決算額を記入

【内訳】経費の内容を書く（経費一覧などで内訳が確認できるときは簡単によい）

【決算額】収入と支出は必ず一致（それぞれⒶとⒷ、ⒸとⒹ）

 Ⓑの決算額を収支決算書の決算額の欄に転記

使用料及び賃借料 会場使用料 @1,000×4時間 3,000 4,000 1,000

補助金 ハード事業　68,200×1/3 23,000 22,000 △ 1,000

合　　　計 108,000 Ⓑ…  108,200 Ⓓ…  200

備品購入費
車椅子@19,800×2台
担架@14,300×2台

70,000 △ 1,80068,200

20,000 21,000 1,000

委託料 チラシ印刷費(@30×500枚) 15,000 15,000 0

消耗品費 文具類

合　　　計 108,000 Ⓐ…  108,200 Ⓒ…  200

(2) 支　出

区　　分 内　　訳 予算額 決算額 比較増減

補助金 ソフト事業　40,000×9/10 34,000 36,000 2,000

自己資金 51,000 50,200 △ 800

効果

初期消火や援助が必要な避難者に対する車椅子を用いた実技講習を行っ
たことで、地域全体での防災力も高まり、訓練を通じて地域の絆を深めること
ができた。今後も継続的に、地域住民の自助及び共助の啓発につながる活
動を行っていきたい。

(1) 収　入

区　　分 内　　訳 予算額 決算額 比較増減

参 加 者 数 延べ55人（地域防災訓練30人、救急救命講習会25人）

実 施 内 容

(1) 実施場所及び実施日

① 地域防災訓練
　　場所:○○公民館 ／ 実施日:　9月25日(土)午前10時～正午
② 救急救命講習会
　　場所:○○公民館 ／ 実施日:10月23日(土)午前10時～正午
(2) 取り組んだ内容

住民向けの地域防災訓練と救急救命講習会を広域的に呼びかけ、実施し
た。また、非常時に使用する車椅子と担架を新たに購入したことで、活用方法
を学ぶ機会を設け、実技訓練も一緒に行うことができた。

事業決算書

事 業 名 防災訓練事業
事 業 期 間 交付決定の日 から 令和5年11月15日 まで

記載例：ソフト・ハード事業

予算額は申請書

から転記



第９号様式（第９条関係） 【地域まちづくり事業】

１　収入の部 （単位：円）

事業名 予算額 決算額 比較増減 備考

補助金 188,000 187,000 △ 1,000

自己資金 66,000 66,292 292

合　計 254,000 253,292 △ 708

【決算額・自己資金】各事業の補助金額と自己資金額をそれぞれ集計する。

 補助金額:50,000円＋79,000円＋(36,000円＋22,000円) ＝ 187,000円

 自己資金額:7,092円＋9,000円＋50,200円 ＝ 66,292円

【比較増減】決算額 － 予算額を記載。

２　支出の部 （単位：円）

事業名 予算額 決算額 比較増減 備考

まちづくり会議の運
用事業

56,000 57,092 1,092

健康のまちづくり事
業

90,000 88,000 △ 2,000

防災訓練事業 108,000 108,200 200

合　計 254,000 253,292 △ 708

【事業名】それぞれの事業名を転記。

【予算額・決算額・比較増減】各事業からそれぞれ転記。

収支決算書 記載例予算額は申請書

から転記



■地域まちづくり事業

市への実施報告書

☑ 書類名

実施報告書（第７号様式）

事業決算書（第８号様式）

収支決算書（第９号様式）

決算を証明する関係書類（領収書・請求書・納品書の写し等）

事業実施中の写真 ★内容を確認するため必ず必要

備品台帳

その他必要な書類 ※４参照

☑ その他必要な書類 ※４

印刷物の原本（又は写真・データを印刷） 〇チラシ・ポスターなどを作成したとき

ユニフォームの数が確認できる写真 〇ユニフォームを整備したとき

集合写真 〇運営スタッフやボランティア従事者にお茶を提供したとき

報告書・集合写真 〇視察研修に行ったとき（旅費の領収書がないときは行程表）

【ハード】備品の数が確認できる写真

【ハード】工事の実施前・実施中・実施後が確認できる写真

【ハード】備品の修繕が確認できる写真

令和５年度唐津市がんばる地域応援事業補助金(地域力促進枠) 添付書類一覧表


